
森鴎外 の 語

「舞姫」 の漠語「吹珂」 と

漢

「憾朝」

何

の語義について 一

欣 泰

はじめに

「国語学大辞典J'によれば、

「漢語」 中国で外国語に対し自国語のことをこう呼んだが、 日本では、 狭義には
中国起源の語で主として呉音・漢音で唱えるものを指し、広義には「和語」「外来

語」に対して字音語をこう呼んでいる。（後略）

と説明されている。

本稿では、 広義的な見方に従う。

渓語は中国から借用した語だと見られている。 随って漢賠の語義は多かれ少なかれ中

国語からの影響を受けていると思う。 しかし、 漢語の語義は中国語を比較の対象として、

日本語との意味の異同の研究に関する先行文献はけっして多くないから、 まだ研究の余

地はあると思う。

さて、 日本人が淡語の語義について、 どれぐらい中国語を理解して受容したか、 どれ

ぐらい新しい意味を付与したかは極めて困難な問題である。漢学の素菱に培われた明治
の知識人にさえ、 日中両国の泄語のさまざまな語義のずれを確実に把握するのは非常に

難しかったと言えるだろう。五歳にして漢籍の素読を始め、 卓抜な漢学知識を持ってい

た閾外は漢語の語義をどう受け取ったのだろうか。本稿では、「舞姫」で用いた「炊fiiJJ
（かんか）と憾朝（かんか）の二つの漢語から、 これを考察する。

漢語語装の分類方法

閲外の漢語を見る前に、 一般的に漢語をどう取り扱うかについて述べたい。 その関わ

りとして、 用例はできるだけ岩波版の閲外全集を利用する。

漢語について、 ー語ー語をみてゆくと、複雑多様であるが、 漢語の形、 音、 義の面で
分類することができる。特に、 語義については中国語から大きな影響を受けていると言
える。 ここでは、 漢語の語義を次のように示す。

・中国語と日本漢語に共通する語義を(The Mutual meaning)mとする。

・中国語に固有の語義からmを除いて(The Chinese meaning except the Mutual mean-
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ing) C とする。

・日本漢梧に固有の語義からmを除いて(The Japanese meaning except the Mutual 

meaning) jとする。

すると、 日中同形語（日本漢語と中国語）は以下の五種類のカテゴリーに分類できる。'

． m 働 C ◎ 

Equal ． Inclusive ． 
Overlap ゜ Exclusive ． 
Non-Equal ．． 
A種類 Equal: mのみを含んでおり、 jとCを含んでいない語集。

B種類 Inclusive : mとcを含んでいるが、 jを含んでいない語梨。

C種類 Overlap : m. c. jを含む語索。

D種類 Exclusive : mとjを含んでいるが、 Cを含んでいない語棄。

E種類 Non-Equal : cとjとを含んでいるが、 mを含んでいない語批。

以上の五種類はいずれも漢籍類にあり、 日本における用例も認められるものである。

また、 漢籍類に典拠を有するが、 日本における使用の明らかでないものはF種類とする。

日本における使用は認められるが、 漢舘類における典拠を明らかにし得ないものはG種

類で、 和製漢語はこの種類に展す。最後に、 漢節類にもないし、·日本における使用の明

らかでないものをH種類とする。小説家自身の造語はこの種類に属す。

ここまでの分類を整理すると、 表ーのように1から13までの栢義の植類が分けられる。

表一 漢語の語義分類表

語希ヽ臭□ A | B 
2 

C
-

4

D

c

その他
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各種類の例を挙げる。・（イ ・ロ・ハ・・・は日本漢語の語義、 甲 ・乙・丙・・・は中国語の語義
）

A種類 例 ： 懐旧

膚姫」 （前略）限なき伐旧の情を喚ぴ起して、幾度となく我心を苦む。
日本淡語も中国語も 「昔のことを思い出し懐かしむこと。」と

いう 一つの意味だけで

あり、 この語義は第1類に屎する。※＜錦姫＞ 「翌に應ずる聾の如く、限なき懐菊の

惰を喚起こして」※＜厖承志 ・ 致蒋経国先生信＞ 「人到高年、 愈加籾藉。」（人は年を

取れば取るほど巡事を偲ぶ。）
B種類例 ：老人

「抹姫」 （前略）この赦り開きたる引窓より光を取れる室にて、定りたる菜なき

若人、多くもあらぬ金を人に借して己れは遊ぴ暮す老人、取引所の業の隙を倫

みて足を休むる商人などと団を並ぺ、 （後略
）

年老いた人。年寄り。 ※＜続日本紀 ・文武元年八月庚辰＞ 「高年老人加愴焉」

この語義は第2類に屈する。 日本淡語はこの語義だけがある。
他人に対して自分の父母を言う甘葉。 ※＜老舎 ・ 婆婆話＞ 「可是再説硬話実在

使老人難堪 ；只好告訴母親 ：不久即有好消息。」（しかし、もっと硬い話をすれ

ば、両親に苦しい立場に立たせるだけである。 母親にIIIJもなく いいニュ ースが

あると哲うほかはない。） この語義は第3類に屈する。

目上の人。

年長者の自称。

星の名。 南極星のこと。 「老人星」の略。

C植類 例：天気

「ヰク・セクスアリス」

運動楊へ出て遊ぶ。

「天気」の語義は下記のようである。

イ ・ 甲 気象の状態。 ※＜三国 ・ 墾立至 ・ 燕歌行＞ 「秋風茄毯天気涼、 箪木描蕗露為

釦（秋風が荊忍で〔 ものさぴしい さま）、 天気が涼しくて、な木が揺れ落ちて、
露が霜になった）この語義は第4類に属する。

時候。ある時刻。 ※＜水滸伝•第八回＞ 「両個公人帯了埜辿出店、 却是五更

天気」（二人の役人は柱辿を連れて店を出た。その時は五更 （午前三時 ～五時）

の時刻だった）この語義は第5類に属する。

空が晴れていること。天候のよいこと。哨天。 はれ。この語義は第6類に屈する。

イ・甲

乙

丙

丁

戊

二月頃に久しく天気が続いた。毎日学課が済むと、 埴生と

乙

ロ

D種類 例：伐物

「舞姫J （前略）遠く望めぱプランデンプルク門を隔てて緑樹枝をさし交はしたる

- 60 - (9) 



中より、 半天に浮ぴ出でたる凱旋塔の神女の1象、 この許多の景物目睫の間に来まりた

れば、 始めてここに来しものの応接に追なきも宣なり。

濱：物」の語義は下記のようである。

ィ・甲 四季折々の惜趣のある事物。自然の風物。景色。風景。 光猥。 ※ 連理秘抄

「時節の梨物を案じ得たる許（ばかり）にて、 下手はよく付けたりと思ふべ

し」 ※ ＜白氏長）災集＞「江棲晩眺、 景物鮮奇」（江辺にある高楼で晩穀を眺め

ると、 景色は鮮やかで美しく見える）この語義は第7類に属する。中国語はこ

の語義だけがある。

主なものに添えて与えるもの。 売出しなどに、 売物にi恭えて客に贈る物。 また、

開店などのおりに客に配る贈り物。致品。 ※＜怪化百物語く高畠藍泉）下＞「近

所の茶屋の店ぴらきの景物に出したるうちはを手にさげ」この語義は第8類に属

口

する。

E種類 例：四国

四方の国々。天下の各国。 ※ ＜蘇戟•石鼓歌＞「皆云皇帝巡四国、 烹滅弛暴救恰

首」（皆云ふ泉帝四国を巡り、 強録を烹滅して酔首（人民）を救へりと）この語

義は第9類に属する。

甲

日本の四国地方。 この語義は第10類に属する。

F種類 例：予帰

「伊澤蘭軒」 棠紆の女長が子掃の事、（後略｝

嫁にゆくこと。 この語義は第1 1類に屈する。

イ

甲

G種類 例：還暦

数え年六十一歳の異称。 この語義は第1 2類に属する。

H種類 例：獣苑

「舞姫J 或る日の夕暮なりしが、 余は獣苑を没歩して、（後略）

動物園。この語義は第1 3類に属する。

イ

イ

炊珂（かんか） と謎詞（かんか） の語義について

さて、 こうした分類を基調として、悶外の漢語を考察してみよう。

〇表街の人道にてこそ沙をも蒔け、錘をも揮へ、 クロステル街のあたりは凸凹炊河の

虚は見ゆめれど、 表のみは一面に氷りて、朝に戸を開けば飢ゑ凍えし雀の落ちて死

にたるも哀れなり。（「舞姫」昭和十一年第一次岩波版国外全集 著作篇」第二

巻）

〇彼は生路は概ね平滑なりしに、牲阿数奇なるは我身の上なりければなり。（「舞姫」
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昭和十一年第一次岩波版 r関外全集著作篇」第二巻）

まず、「古事類苑」「雅言集覚J r但言集麗」には「次河」と「粧阿 」と. .Iiくう語は戟っ

ていない。「日補辞徘」(1603年）にも戟っていない。「和英語林梨成Jの初版と三版に

も載っていない。「文明本節用集1には、「炊河志不得時、不遇、義也」と載っている。

「漢英封照いろは辟典」（高橡五郎著1888年）には「かんか（名）炊珂、失望 きおち

disappointment」と戟っている。

山田美妙の「日本大辞宙」（明治25年）には、

0かんか 「炊河＝椋阿」 かん（憾） 卜同義。一「かんか不過」。

〇かん（稔）漢甜。ッネニ「朝 」卜熟語ニナッテ用ヰル。思フママニ物ゴトガ行カズ、

世ノ中卜自分ノ望ミトアチコチニナルコト。 ＝ グレハマ。 ＝ 炊阿。

〇かん（炊）淡梧。前卜同ジ語。用ヰ方モ前卜同ジク「珂」卜熟語ニナッテノミ用ヰ

ル。 一 「かん珂」。

〇ぐれはま （前略）スペテ、物事ガ圃勧シテ適岱セヌ場合ヒニ用ヰル。

と載っている。

「ことばの泉J（落合直文 明治33年）には「かんか 次阿。志を得ぬこと。絶望。

軽朝。」と載っている。

「ことばの泉・補逍」（明治41年）には

かん力怪拡J可。不運。ふしあはせ。「かんか、不遇

と賊っている。

「修訂 大日本因語辞典j （仁田1f；年、松井簡治著・昭和3年・冨山房）には「かんか

粧朝・炊河・沢阿 志を得ざること。枇に不遇なること。困窮すること。」と賊ってい

乾朝。」

る。

障辞林」（初版・大正14年・金滞庄三郎編・三省堂）には

かんか［粧朝・炊河）（名）志を得ざること。世に容れられざること。おちぶれた

ること。［一一不遇］

と載っている。

これらの解釈によれば、日本語には炊河と魃明の使い分けははっきりしていないと言

える。それでは、励外はどうして「炊!iiJJと「飴桐」 を書き分けたのであろうか。

それは炊河と轄朝の本義が述うからではあるまいか。これを考えるには漢字の造語の

原点に戻る必要がある。まず、「炊」「K1」「憾」「朝」を一字一字で見てみよう。

・ 「炊」は会意兼形声字で、土＋欠（音）である。音符の欠は、口をあけるの意味で

ある。地面に口を開けている、落とし穴の意味を表す。周易の八卦の一つで、==の形

で窪みを表す。それを糾み合わせた言旦（炊下炊上）は困難な落とし穴の煎なる意を示
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す。

「珂」は会意兼形声字で、 土＋可（音）である。 ＜説文解字・土部＞ ： 「河、炊珂

也。」意味は土が平かでないである。

・ 「粘」は形声字で、車＋感（音）である。常に 「明」と熟語になって用いる。

・ 「祠」は形声字で、 車＋可（音）である。 ＜説文解字・車部＞： 「祠、接軸車也。」

「朝」の本義は車粕が中途で繋いである危ない車の意である。 また、孟王が自分の不遇

を痛感して、 「朝」という名を付けたのは有名な話である。

さて、「炊河」の本義は「土が平かでない意」である。 この語義としては※＜淡宙・

鯉fli•河東賦＞「汲堕坐之吹珂分、 易堅埜之夷平」'(堕坦の地の平らかならざるを

にくみ、堕ニ竪の平らかなるをたのしむ。） （堕堕互の注がある：「炊珂、 不平貌。」）の

典拠が挙げられる。現代の例は下記のようである。 ※＜互塾・踏察記事＞「走在這上面、

就像半夜模累走在次河不平的道路（平らかでない道）上一様、深ー脚浅ー脚、走一歩一

身冷汗。」また、「次珂」は転じて、 「不遇・志を得ない意」を表せる。 ※＜柳齋志異 ．

巻＋ー・ 挫竺挫＞「移坐就相， 告懇炊珂， 詞旨悲側。」 ‘ （挫堡堡は寝台のそばに寄って

きて、不幸な身の上を打ち明けた。 その話は悲痛を極めていた。）の例がある。 また、

「惑恩的心＇」という歌の中で「我看遍逍人間炊珂辛苦」（私は人lllJの炊河と辛苦を見通

した）という歌詞がある。 最近の例を挙げれば、 1998年7 月号の台湾の「遠見」雑誌

(P、26)には、「這一世紀的中國女子、心霊之路尤其炊珂。（この 一世紀の中国の女子

は心霊の路が尤も炊河である。）という例が挙げられる。

「鯰朝」の本義は「道が平かでない意」である。転じて、「車がゆきなやむ意」であ

る。更に、「不遇・志を得ない」意味にも繋がられる。 ※＜堕・塑堡壁・捉人行＞「呼

嵯小民亦何嘉、 水陸一時迫飴洞。」※＜北史 ・ 文苑他序＞「道帖朝而未遇、志彩抑而不

申。」（道は柁朝にして時に遇わず、 志は荘他して仲ぴず。）※＜古詩十九首•第四首＞

「無為守窮賤、軽祠長苦辛」（無為窮賤を守り、粧桐長へに苦辛する）の典拠がある。

この二つの中国語は転義は同じであるが、 本義は述っている。

また、 中国語では「帖祠」と「次珂」をはじめ、「紺阿」 ・ 「絨打」• 「.f甚詞J.

「炊朝」 ・ 「培河」・「培祠J・「浪tii[」 ・ 「械明」・「憾珂」 ・「憾朝」等、 合計12

語がある。 すべての中国語は「不過 ・ 志を得ない意」を有する。 その中では、「鯰

朝」 ・ 「9阻阿」 ・ 「絨祠」・「悩朝」の四つの話はほとんど差がないが、「鯰明」の 用

例が圧倒的に多い。「次珂」．ngtiiJ」・「域珂J・「憾珂」の四つの語もほとんど差

がないが、「炊珂」の用例が圧倒的に多い。 問題になるのは「土偏のカン＋車偏の力」

がどういう！吾義を持っているかのである。漢字の構造から見れぱ、「土が平かでない意」

と「車がゆきなやむ意」を有しないはずである。
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以上の分析を基にして、日本語の「かんか」と中国語の「Kanka」の語義は表二の

ようにまとめられる。

表二

i�＼ご義
土が平かで 追が平かで 庫がゆきな 不遇・志を

ない意 ない意 やむ意 得ない意
日 鯰 朝 一 ー ゜ ゜

本 河 ---- — △ 0 

語
炊

朝 一 ---- ゜△ 

侶 ---- ゜ ゜ ゜

餡
朝 ---- 。 ゜ ゜

一口i 〇 〇 〇

中 椛 一 〇 〇 〇

炊
珂 〇 〇 〇

国 朝 ------- - 一 ゜

河 ゜ ゜ 一 ゜

栢
培

明 一 ----- 一 ゜

浪 ．

珂 ゜ ゜ ----
-

゜

朝 - ------ ----
-

゜

阿 ゜ ゜ 一 ゜培
朝 ----- 一 ------ ゜

※
 

語義の有無の記号：0 ある △ 未確定

渓栢語義分類表を利用して、表三のように整理することができる。

表三

X
ロ躙一

日

本

語一

中

国

語

稔

炊

炊

車がゆきな

やむ意

゜

△ 

△ 

帝

を
ぃ

10

10

10

10

10

10

志．

 
な得

遇不 種

類―
B
-
C-
D

憾
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即ち、日本胚の「認阿」は二つの語義を持っている。一つは車がゅきなやむ意である；

もう一つは不遇・志を得ない意である。また、日本語の「炊河」は「不遇・志を得ない

意」という語義を持っているが、「車がゆきなやむ意」という語義を持っているかどう

かは辞徘によって、人によって述う意見があると思われるだろう。もう一つの「炊朝」

は「ことばの泉」や「修訂 大日本國語辟典」などでは見られるが、日本籍の用例はま

だ発見できていない。ここでは、典拠がある渓語は勿綸だが、典拠を明らかにし得ない
「炊朝」は辞害の説明によって推論することもあるのを言っておく。

一方、中国語の「帖祠」は三つの語義を持っている。第一としては「道が平かでない

意」である。第二としては「車がゆきなやむ意」である。最後は「不遇・志を得ない

意Jである。 また、中国語の「次珂」も三つの語義を持っている。第一としては「土が

平かでない意」である。第二としては「道が平かでない意」である。第三としては「不

遇・志を得ない意」である。日本語のように「車がゆきなやむ意」という語毅を持って

いるかどうかの問題はないと思う。ただし、ここでは説明を加えたいのは「道が平かで

ない意」という語義の問題である。「道」と言うと、色々な道があるだろう。具体的に

言えば、車が往来できる道と車が往来できない道が分けられると思う。細狭くて人しか

通られない、平かでない道は「次河」を使って表現したほうが適当であると思われる。

即ち、「車」という物が入られない道は「炊珂」しか使えない。或いは、人が歩いてい

る道を描写する時、「炊河」のほうが相応しいと思う。 また、抽象的に言えば下記の例

のように

這一世紀的中国女子、心霊之路尤其炊珂。（この一世紀の中国の女子は心盤の路が尤
も次珂である。）

「心霊」に修飾されている追は「憾朝」を入れ換えたら、何だか述和感が感じられる。
即ち、「車」という概念が入られない道は「炊tiiJ」しか使えないと思う。

さて、叫外は土が平かでない意を表す時には「次珂」を用いた。また、「世に志を得

ないこと。不迎、不過。」という意を表す時には「稔阿」を取った。「次河」の用例は第
一次岩放版「悶外全集J全三十五巻では 一回しか出てこなかった。その語義は日本梧に

は取り入れない「土が平かでない意」だと考えられる。

また、「憾桐」の用例は全三十五巻の中で「舞姫」を含み、下記の三例を加えて四例

になる。

1、 r伊澤llll軒」その二百二十二

わたくしは初め二世池田全安さんの手より此巻物を受けて披111.1した時、京水の稔朝不

遇の境界をおもひ逍つて、嵯嘆すること良久しかつた。（昭和十一年第一次岩波版 r関

外全集 著作篇」第七巻）
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2 、「外山正一氏の飛論を穀す」（「柵草紙」第八号（明治23年5 月 25 日発行〕に出て、

「つき卒」に収められた。）

常て伯林に在りて、悠人某の新著小説を誼みしに、 一狙師ありて、其過の撼胡を憤ほ

りて、 常に沈智悲激の念を懐き、 蒸汽機桐室中の工夫が流汗面に被りたるさまを図した

ることを記したり。 （昭和十一年第一次岩波版 r幽外全集 著作篇J第十二巻）

3、「還束日乗」（明治二十一年七月十九日）

（前略）夜賦詩寄包盆曰。軽祠憐君営苦辛。軒昂其志疫其身。都門十戟求知己。先数

新橋第一人。（後略） （昭和十一年第一次岩波版「助外全集 著作篇」第二十巻）

それらの話義はすべて「不遇・志を得ない意」であると考えられる。

これは閲外が中国梧の意義を深く認識して、 漢語の原意に即する用法に従ったもので

ある。 もし、「日本国話大辞典」の話釈に拠れば、

△表街の人道にてこそ沙をも蒔け、 錐をも揮へ、 クロステル街のあたりは凸凹轄朝

の庭は見ゆめれど、 表のみは一面に氷りて、 朝に戸を開けぱ飢ゑ凍えし雀の落ちて

死にたるも哀れなり。

の不適合な文に成り得る。「舞姫」では、閉外が次珂と蝕i阿をうまく使い分けたと考え

られる。

以上の考察を通して、「舞姫」の「炊珂」の語義は第5類（C種類）、「憾朝」は第2

類(B種類）に属するほうが適当であると思われる。

四 おわりに

日本人が樅語の意義について、 どれぐらい中国語を理解して受容したか、 どれぐらい

新しい意味を付与したかは極めて困難な問題である。 中国語を「鵜の丸呑み」のように

して総てを受け入れた訳はない。勿論、 総てを切り壊して、 語義という城を再建する必

要もない。 このような複雑多様な淡語の梧義を確実に把握するのは両国の言語をうまく

探る人しかできない。 明治の文栄一森勘外はその一人であったのだろう。本来の国語を

重んじ、 卓越な淡学的教茨を持っている悶外という窓を通して、 日本の漢語の混沌たる

状態を明晰に見通せるのではなかろうか。

さて、 毘外は淡語の語義にどういう姿勢を取ったのかを「炊河」（かんか）と粧朝

（かんか）の二つの淡語を通して考えた。 その上に、 閉外だけではなくて日本の漢語の

語義を分類するために、「基本的」なi英語の語義分類表を作り上げた。 これは実にとて

も大胆な試みであると思う。 この分類表は完盤なものではないのを知りながら、 漢語の

語義をー語ー語に分類するときに役に立つと考える。卓抜な淡学知識を持っている酌外

の漢語の「語義」を追求するのは単に辞魯のみに頼ってばかりはいけない。語義を梱ん
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だのは中国語と日本の漢語が、 どれほどの異同かあるかを究明しなければならないと思

われる。

注

1 r国語学大辞典」国語学会紺 平成5年7月 東京堂出版 頁l84

2 石博中氏の修士論文を参考とした

3 「漢柑下巷J 1979 小竹武夫訳 筑摩苦房 頁208により

4 担：股の世王が夏の埜王を放伐したところ

5 地名。隊は1決西・邪の地、 周の祖先公劉が領していた所。堅は迷堕 ・ 整也、 周の大王のいた所

6 「中国古典文学大系41柳齋志異・下J 1970 /ill松齢著松田茂夫等訳
ー

平凡社 頁453

7 陳築脱 作詞 1994欧即醐の「烈火」音楽CD 台湾版「おしん」のテ マ曲
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